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イホスファミド (商品名：注射用イホマイド) 
                               

 

【起こる可能性のある副作用】 

◎悪心・嘔吐 

・ 治療前に吐き気を予防するお薬を使用します。 

・ 予防薬の効果が十分得られない場合は、予防のお薬を追加する場合があります。 

 

◎出血性膀胱炎 

・ 血尿、頻尿、排尿時痛、残尿感などの症状が現れることがあります。 

・ 点滴当日と翌日は普段より多めの水分摂取を心掛け、我慢せずにお手洗いに行きましょう。 

・ 予防に点滴を追加することがあります。 

 

◎腎機能障害 

・ 腎臓に関連する血液検査の数値が異常値を示すことがあります。 

・ 尿量の低下、むくみ、血圧上昇などの症状が現れることがあります。 

・ 点滴や飲水で予防することがあります。 

 

◎骨髄抑制（目安の時期：1週間以降） 

 白血球/好中球数減少（感染症にかかりやすい、発熱）、血小板減少（鼻血、あざができる、出血し

やすい）、貧血（めまい、息切れ、疲れやすい）が起こることがあります。 

 

◎脱毛 

 治療開始 2～3週間後から脱毛が始まることがあります。 

 多くの場合、治療終了後数か月経過すると再び毛が生え始めますが、毛質が変化することがあり

ます。 

 毛髪以外（眉毛、ひげ、体毛など）も脱毛は起こります。 

 

 

ここに挙げたものは主な副作用です。ここに挙げていないものも起こる可能性があります。ささいなこと

でも遠慮なく主治医・看護師・薬剤師に連絡をしてください。 

 


